
参考様式（第１０条関係） 

審 議 会 等 の 会 議 録 

会議の名称  平成２８年度第３回座間市市民協働推進会議 

開 催 日 時 
平成２８年９月１４日（水） 

 午後２時００から午後４時００分まで 

開 催 場 所  ３－１会議室 

出 席 者 
久住剛、鈴野和重、小池秀司、横谷光男、山中勝久、大塚吉則、小野田

順子、遠藤春海 

事 務 局 
 市民部市民協働課 

（雨田係長、内田主査、黒沢主事、倉根主事） 

公開の可否  ■公開 □一部公開 □非公開  傍聴人数       ０人 

議 題 
⑴ 平成２９年度相互提案型協働事業の第１次審査 

⑵ 市民説明会の内容等について 

資料の名称 

・平成２９年度 座間市相互提案型協働事業 受付一覧表 

・団体から受領した提案書類（３団体分） 

・第１次審査票 

・協働についての市民説明会 内容案 

会議の内容 

１ 開会 

２ 議題 

⑴ 平成２９年度相互提案型協働事業の第１次審査 

 ① 応募状況について 

 ② 第１次審査 

⑵ 市民説明会の内容等について 
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会議の内容 

（会議次第及び 

発言要旨等） 

◇議題 

⑴ 平成２９年度相互提案型協働事業の第１次審査 

 事務局より、配布資料に基づき、応募状況及び内容を説明しました。 

 

・各書類の体裁や整合性に関して指摘があり、事務局より確認、訂正を

依頼することになりました。 

・内容上の疑問点は、第２次審査で直接提案団体へ伺うことになりまし

た。 

・第１次審査は、応募のあった３提案とも通過となりました。 

 

⑵ 市民説明会の内容等について 

 協働についての市民説明会に関して、「相互提案型協働事業の経験者」

（以下、経験者）と「次年度相互提案型協働事業予定者」（以下、予定

者）のパネルディスカッションを軸とした内容案を事務局より提示し、

以下のような意見がありました。 

 

・パネリスト同士で質疑応答することはない。会場からの質疑の時間を

とってそこで発言してもらえばよい。 

・パネリストは経験者としたらどうか。 

・委員からの出席者は次回以降に決めればよい。 

・ゲストを招いて基調講演をしてもらい、その後パネルディスカッショ

ンにも入ってもらう形式がオーソドックスではないか。 

・招くゲストは、できるだけ集客力がある話題を提供できる人がいい。 

・ゲストについては、謝礼との兼ね合いがあって調整が必要である。 

・パネルディスカッションは１時間ほど行いたい。 

・事務局からの条例の説明は今後検討する。 

・日程は、候補日のうち、土曜である１月２１日がよい。 

 

○議論の結果をまとめると、以下のような内容案となりました。 

 ①開会のあいさつ 

 ②ゲストによる基調講演（３０分程度） 

 ③ゲスト、経験者複数名、委員によるパネルディスカッション（１時

間程度） 

 ④来場者との質疑応答 

 ※基調講演の調整が不調の場合と、事務局による説明有無は保留。 
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以上で、会長は議題が終了した旨を述べ、閉会を宣しました。 

 

 

 


